


請求書の電子化で社内業務を効率化
お取引先様の電子帳簿保存法対応への

ニーズにも応える
信州そばをはじめとする麺類の製造・販売を中核にビジネスを展開するキッセイ商事様では、請求書発行
業務の効率化を念頭にファイネットの「ファイル配信サービス」を導入しました。請求書を電子化することで、
現場の封入・郵送作業が不要になり、お取引先様の電子帳簿保存法への対応ニーズにも応えています。
（本文中敬称略）

比類ないコストメリットがカギ

―キッセイ商事様の事業についてお
聞かせください。

 大澤  当社は、長野県松本市に本社を
置くキッセイ薬品工業のグループ企業

です。松本平の自然の息吹あふれる土
と清冽な水が育む信州そばをはじめと
する麺類事業を中核に、主に親会社の
キッセイ薬品工業に向けた梱包資材や
製造・研究用設備、什器等を提供する商
社事業、そしてお客様のライフスタイル
に合わせた損害保険、生命保険を提供
する総合保険代理店業という3つの柱
で事業を展開しています。

―御社の請求書発行業務が抱えて
いた課題は、どのようなことでしたか。

 大澤  当社では、特に麺類事業と商社
事業において、約100社のお客様に請
求書を発行しております。請求書発行プ
ロセスとしては、まず当社の事業企画部
が全社分の請求書を取りまとめて基幹
システムから帳票出力し、それを各事業

キッセイ商事株式会社 様

そうした課題を解消するためキッ

  課題解消に向けたアプローチの

FINET User's Voice｜ファイネットユーザーズ ボイス

1 FINE FINET Vol.66 September



請求書の電子化で社内業務を効率化
お取引先様の電子帳簿保存法対応への

ニーズにも応える

（本文中敬称略）

CSV

PDF PDF

送信側

データ送信

変換型

スルー型

受信側

帳票受領

商品流通VAN
ファイル配信サービス

帳票作成～承認～配信
請求書、支払案内書
発注書、出荷案内書など

郵送代行（オプション）
印刷／封入封緘

メッセージ送受信
（帳票単位）

閲覧状況照会
開封確認／開封督促メール発信

長期データ保管（オプション）
（最大11年4カ月保管）

マスタメンテナンス

Host送信
Webアップロード

マスタメンテナンス マスタメンテナンス

メッセージ
送受信

開封確認
開封通知

検索
ダウンロード

メッセージ
送受信

開封
督促メール

受信ボックス
ダウンロード

メール添付
URLダウンロード

郵送

―

 大澤 

部門に渡します。そして事業部門側で封
入作業を行い、それぞれのお取引先様
に郵送により送付するというものでし
た。中には、明細が100枚以上に及ぶ
ケースもあって、毎月月初に行われる請
求に関する作業には、多大な人的労力
と郵送費などのコストがかかっていまし
た。これらの業務をいかに効率化するか
が、当社にとって切実な課題となってい
ました。
　また、2022年1月に改正電子帳簿保
存法の施行が開始されたことを1つの
大きな契機として、お取引先様から請求
書発行の電子化を望む声も日々大きく
なり、そうした要請に応えることもテー
マとなっていました。

―そうした課題を解消するためキッ
セイ商事様では、ファイネットの「ファイ
ル配信サービス」を導入されました。導
入に至る経緯や選定のポイントをご紹
介ください。

 脇田  課題解消に向けたアプローチの
検討を進めていた折、ファイル配信サー
ビスを開始するという事前案内を2022
年12月にファイネットから受け取りまし
た。当社では受発注業務や出荷案内業
務において、ファイネットが提供する商
品流通VANサービスを以前から活用し
ていたのです。
　いくつかの他社サービスも選定対象
に加えてファイネットのファイル配信
サービスを比較したところ、ファイネット
のサービスは特にコスト面でアドバン
テージがありました。具体的には、他社
の一般的なサービスが月額の固定料金
に加えてデータ量に依存した従量制に
よる料金体系だったのに対し、ファイネッ
トのサービスは月額の固定料金がなく
“送信通数”に基づいて料金を算定する
というものでした。また、あるお取引先
様への請求書に、仮に100枚分の明細

が含まれていても、それはあくまでも1
通として料金が算定されるため、とても
少ないコストでの運用が可能でした。

 大澤  親会社のキッセイ薬品工業では
請求書を電子的に送付する仕組みを整
えており、そのサービスの利用も検討し
ました。しかしながら、当社としては独自
に新たなサービスによるシステム構築に
チャレンジし、システムについての知見
やノウハウを社内に蓄積していきたいと
いう思いもありました。そのような観点
では、サービスの提供元が当社のそうし
た取り組みを手厚くサポートしてくれる
ことが重要なポイントでした。これまで
の付き合いから、ファイネットはそうした
当社の要望に応え得る企業であると判
断したわけです。

簡便な準備で利用をスタート

―ファイル配信サービスの活用によ
る、請求書送付の処理フローについて
教えてください。

 脇田  基幹システムから抽出した請求
書関連の元データを、新たに構築した変
換プログラムでCSV化し、ZIP圧縮ファ
イルを作成してファイル配信サービスに

アップロードします。アップロードされた
ファイルに基づいて、ファイネットのサー
ビス側で請求書のPDFファイルが作成
され、指定されたお取引先様のメールア
ドレス宛てに、ダウンロードを促すメール
が送付されるという流れです。
　変換プログラムについては、以前、

ファイネットの商品流通VANサービスの
利用開始に当たって同種のものを私が
Excelのマクロで作成していました。け
れども、そうした対応ではプログラムの
内容を私のみしか知り得ず、ノウハウが
属人化してしまうことが危惧されます。
そこで今回は、委託実績のある外部のシ
ステムベンダーに開発を委ねました。

― 新サービスへの切り替えに際し
て、お取引先様や御社内の各事業部門
への告知はどのように進めましたか。

 古幡  まずお取引先様に対しては、これ
まで紙ベースでお届けしていた請求書
を電子的な送付へ切り替えることをお知
らせする「商品代金請求書電子化のご

■ファイル配信サービスの概要

事業企画部 
事業企画課 課長

脇田 哲治 様

事業企画部 
部長

大澤 貴志 様
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第1回

■代表者：代表取締役社長　大橋 譲　

■創業：昭和52年4月7日

■本社所在地：長野県松本市

■‌�事業内容：麺類の製造販売、包装資材の販売、設備機器
の販売、研究用・工業用機器の販売、燃料類の販売、車
両の販売、什器の販売、食品類の販売、販促用品の販
売、損害保険・生命保険代理店業

CORPORATE PROFILECORPORATE PROFILE

案内」をメールや郵送で送付しました。
電子化への移行を希望されるお取引先
様には、ダウンロードを促すメールの送
付先となるメールアドレスのご返信をお
願いしました。案内に記載した内容につ
いては、ファイネットにて、あらかじめひ
な型となるものが用意されており、そち
らを利用しました。

　案内送付の結果、約100社のお取引
先様のうち約7割がファイル配信サービ
ス経由での請求書の受け取りを希望さ
れ、それらのお取引先様に対しての送
付プロセスを電子化する運びとなりまし
た。案内時にご返信いただいたメールア
ドレスは、送付先マスタとしてファイル
配信サービスに登録する必要がありま
すが、それに必要な操作も非常に簡単
なもので、難なく移行を進めることがで
きました。

 大澤  従来通りの郵送を希望されるお
取 引 先 様についても、ファイル 配 信
サービスがオプションとして提供する
郵送代行サービスを利用することにし
ました。これにより、これまで各事業部
門で行っていた封入・郵送の作業が不

要となるため、その旨を各現場にも告
知しました。

担当者がコア業務に注力

― ファイル配信サービスの導入によ
る成果をお聞かせください。

 大澤  社内的には、従来行っていた各
事業部門での請求書の封入・郵送作業
が一切不要になりました。麺類事業、商
社事業の双方で、それぞれ2人の担当
者が月初に相応に大きな時間を割い
て、当該作業に当たっていました。それ
が不要になったことで、それら担当者が
本来コアとする業務に集中できるよう
になりました。また、郵送コストも削減さ
れ、当社の請求書発行業務に関する課
題がトータルに解消されています。

 古幡  請求書の受け取りの電子化を実
現したお取引先様からの評価も高く、各
社の電子帳簿保存法への対応にも貢献
を果たすことができているものと自負し
ています。
　電子化された帳簿の保存期間につい
て、ファイル配信サービスでは標準6カ
月となっていますが、最長11年4カ月保
存できるオプションも用意されており、
当社ではそのオプションサービスを利用
してファイネット側に請求書をクラウド保

存することで電子帳簿保存法に対応し
ています。

― 今後に向けた展望、及びそこでの
ファイネットへの期待についてお話しく
ださい。

 大澤  まずは、現状で郵送による対応
を維持されているお取引先様に対して、
引き続き電子化された請求書の受け取
りへとかじを切っていただけるよう働き
かけていきたいと考えています。また
ファイネットに対しては、ファイル配信
サービスによって実現される、この圧倒
的なコストパフォーマンスを今後も堅持
いただいて、低コストで安定したサービ
スの継続的な提供をお願いできればと
考えています。

 脇田  かねて当社の受発注業務や出
荷 案 内 業 務を支えてきた 商 品 流 通
VANサービス、そして今回導入したファ
イル配信サービスを含め、ファイネット
の提供するソリューションは、すでに当
社のビジネスにおいて、なくてはならな
いものになっています。そうした意味
で、ファイネットから今後提供されてくる
新たなサービスへの期待も大いに膨ら
んでいるところです。

― 期待に沿えるよう引き続き取り組ん
でまいります。本日は貴重なお話をお聞
かせいただきありがとうございました。

関わる皆様の幸福を願い、一歩先の提案を致します。
　当社はキッセイ薬品工業グループ会社として設立以来、お客様からのご要望、
ご期待を真摯に受け止めながら、信州そばを中心とした麺類の開発・生産・販売、
各種設備機器また車両及び燃料の販売、保険代理店業などの事業を展開して今
日に至っております。
　どのような環境の変化にも柔軟に対応ができる、明るく前向きな人材を育て、お
客様のご要望に沿った一歩先のご提案が出来るように研鑽を重ね、社会に貢献で
きる企業を目指して参ります。社員一人ひとりが主役となり、日々活き活きと仕事を
し、充実感や連帯感を味わうことが出
来れば、自ずと企業は発展致します。こ
れからも「関わる皆様の幸福を願い、一
歩先の提案を致します」を旨として業務
に邁進して参ります。

事業企画部
事業企画課
管理グループ

古幡 汐莉 様
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に向かうでしょう。最近は標準パッケー
ジやクラウドを活用するケースも増え
ていて、こうしたソフトウエアやサービ
スの多くは生成AIなど外部システムとの
接続を前提に開発されているためです。

生成AIやAIのビジネス活用には
リテラシー向上が不可欠

―IT以外の観点では、どのような課
題があるでしょうか。
山本　IT及びAIに関するリテラシーの
向上です。経営、マネージャー、現場の各
層でリテラシーを高める必要がありま
す。経営者に関しては「生成AIさえ使え
ば業績が伸びる」といった過大な期待を
持つ向きもあれば、「ウチには関係ない」
と無関心な人もいる。両極端です。
　まずは「生成AIやAIに何ができて何
ができないのか」を知ることです。生成
AIやAIの活用には、その特性を理解し
ている経営層の存在は欠かせませんし、
そうしたリーダーの下で現場の業務に
精通するマネージャーもリテラシーを
備え、生成AIの適用領域を考える。そう
した推進体制が求められるでしょう。
　もう1つ。拙速な効果を期待しないこ
とも重要です。生成AIは、使い続けるう
ちにデータや求められる回答を学習し
て精度が向上します。逆に、入力する
データやユーザーが少ないうちは、質の
低い回答が返ってくることもあります。
過大な期待をしてすぐに「使い物になら

なプロンプトを入力すれば期待するよ
うな回答が返ってくるかを学ぶ研修な
どがあります。先ほど各レベルでのリテ
ラシーが重要と言いましたが、ここで大
きな役割を担うのはマネージャー層か
もしれません。業務知識の豊富なマネー
ジャーたちが、生成AIを理解した上でま
ずは試してみることが大事です。
　海外企業と比較して、日本企業のAI導
入はあまり進んでいません。日本企業に
はAIと生成AIを学ぶこと、そのトレー
ニングの重要性にもう少し目を向けて
もらいたいと考えています。

―食品業界を念頭にした場合、AIま
たは生成AIにはどのような使い方が考
えられるでしょうか。
山 本　生成AIでは、消費者がSNSなど
に投稿された商品へのコメントの収集・
分析・要約などが考えられます。海外の
新市場を開拓するのであれば、生成AIに
現地の食文化を学ばせて、どんな商品が
ヒットしそうか提案させるという使い
方もできそうです。AI全般の使い道とし
ては、バックオフィス業務の他、需要予
測、商品開発、原材料の品質チェック、物

AIの普及では、雇用への影響を心

　AIにできるタスクはいずれAIに

10 20 30 40 50 60
（%）

0

出所：三菱総合研究所「企業は生成AI 活用で競争力強化を」
　　　（2023.12.1 ／ https://www.mri.co.jp/knowledge/mreview/202312.html）を基に編集部にて作成
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ない」と放り出すのではなく、生成AIを
育てていく必要があるでしょう。

―AIリテラシー向上のためには、ど
のような取り組みが必要ですか。
山本　AIといっても技術、道具の1つで
すから、それほど特別なことが必要なわ
けではありません。
　例えば、生成AIに投げかける質問や指
示をプロンプトといいますが、どのよう

ChatGPTを仕事で利用したことのある用途

Special Feature｜特集
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ファイネットアナウンスメント

ご送付しております「FINE FINET（ファイン・ファ
イネット）」の宛名や部数の変更等がございました
ら「FINE FINET送付先変更（受付）」フォームより
お申し込みください。
お申し込み完了後、受付完了メールを申請者情報
にご登録いただいた宛先に送信いたします。なお、
お申し込み内容に確認事項がある場合はヘルプ
デスクより別途ご連絡差し上げます。

FINE FINETは各サービスの利用窓口担当者様
宛てにも送付しています。担当者様の変更に伴い
送付先も変更いたしますので、利用窓口の担当者
情報変更や担当者変更につきましては、「手続き
サイト」にログインの上「各種お申込み」からお申し
込みください。サービスに関する重要なお知らせを
お届けするため、ご担当者情報を最新の状態に保
つご協力をお願いいたします。

URL https://member.finet.co.jp/
fts/ffSendRequest/recept

URL https://member.finet.co.jp/
fts/userLogin/

「FINE FINET送付先変更（受付）」フォーム

「手続きサイト」ログインページ

お問い合わせ先
ファイネット ヘルプデスク

0120-091-094 （年中無休7：30～23：00）

FINE FINETの送付先等の変更について

　輸配送の労働力不足の深刻化などにより、今後、物流機
能の維持が困難になる恐れも指摘されています。経済産業
省と国土交通省は2040年を目標とした物流のあるべき将
来像に向けた「フィジカルインターネット」のロードマップを
取りまとめ、物流・商流を超えた多様なデータの業種横断
プラットフォームなどの項目について整理しています。パ
レットやコンテナ容器などの物流資材の標準化・シェアリン
グや、データ連携のためのマスタ、プロトコルの整備などの
取り組みを示しています。

　こうした物流・商流の効率化や、企業のDXなどの取り
組みを進める上では、幅広いデータ連携が必要です。そ
の円滑なデータ連携のカギを握るのがコードの標準化で
す。酒類・加工食品業界全体として標準コードを使用す
ることにより、物流問題など社会課題の解決につながる
可能性があるのです。

　ファイネットは、こうした業界の課題解決に向けて「標
準化推進活動を通じた業界貢献」に取り組んでいます。

10


